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編集後記
●鉄道を代表としてわが国の交通インフラは世界的に
見てもソフト・ハードいずれの面でも充実しています．
しかし，交通インフラ全般に関わるトラブルはニュー
スで目にすることが多く，私も年に1度は遭遇してい
る気がします．先日，車で帰省するために首都圏の某
海底トンネルを利用しました．目的地まで100 kmも
なく普段通りであれば90分で到着できるはずでした
が，4倍の6時間もかかってしまいました．車内には
重たい空気が流れる一方，私一人だけ混雑の原因やそ
の対策に思いを巡らせ，意外と満喫できました（これ
も日々 ORに携わっているおかげ？かもしれません）．
●今回は「鉄道利用者視点のOR」をテーマとしてお
届けしました．鉄道の定時運行や利用者の不満・不便

低減のための対策，経路選択に関わる手法やビック
データの活用方法など話題は多岐にわたり，鉄道イン
フラにおけるORの重要性を改めて感じることができ
たと思います．
●わが国を訪れる外国人の観光客数は年々増加してお
り，東京オリンピック・パラリンピック開催国として
の注目も手伝ってか，今後も増加傾向は続いていくも
のと予想されます．このような状況下で各方面のイン
フラ整備について準備万端かと思いきや，メイン会場
の建設計画の見直しや，首都高の老朽化に伴う整備の
必要性など，問題はまだまだ出てきそうです．わが国
の資源（時間，労働力，資金，資材など）には限りが
あり，今後もORへの期待は大きくなることでしょう．
 （佐久間　大）

次　号　予　告
特集　海外へ行こう！
米国OR事情とORから学んだこと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 伊倉義郎（（株）サイテック・ジャパン）
カルテックで培ったもの . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .山田雄二（筑波大学）
ケンブリッジ大学における研究プロジェクトへの参加
　　 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 流王智子・柴田宗典・羽田明生（（公財）鉄道総合技術研究所）
他流試合のすすめ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .福田公明（チューリッヒ工科大学）

メーリングリストに登録しよう

会員の方は，本学会のメーリングリストに登録すると，学会ならびに各研究部会の主催する研究発表会・セミナー等の催し
物に関する最新情報が得られます．登録方法については，http://www.orsj.or.jp/members/mlhowto.htmlをご覧ください．
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